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に
至
る
主
簡
月
間
は
合
靈
主
と
し
て
俱
給
に
當
ぅ
、

十
、
十
一
.

の
兩
月
は
露
西
亜
の
供
給
群
を
拔
气
.六
月 

に
於
弋
は
加
奈
陀
の
供
紛
に
依
賴
す
る
ご
と
多
き
の
事 

實
朋
瞭
な
6

■と
す
。
 

一
 

之
を
要
す
る
に
、
英
國
に
於
け
る
穀
物
の
供
給
は
合 

衆
國
の
穀
物
が
三
箇
月
間
市
場
の
需
要
に
應
b

f

c

る
後 

に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チI
ン
の
供
給
之u

代
ら
、
其
消
粍 

す
る
以
前
に
於
て
印
度
の
榖
物
到
者
し
、
十
、十
一
の
爾 

月
に
至
れ
ば
、E

に
露
西
亜
の
供
紛
を
仰
ぐ
を
得
る
？
 

\ 

の
i

云
ふ
可
し
。
 

一
 

■

附
言
。
余
は
從
來
我
國
が
食
料
品
自
由
輸
入
の
主
義

| 

を
實
行
す
る
の
必
要
を
唱
道
し
、
之
に
反
す
る
政
策

| 

を
^
^
しV

今日に至れ卽ち外

■

米
に
#

す

\ 

み
輸
入
桃
撤
廢
の
必
要
の
如
き
、
常
に
余
の
論
述
す
一 

ン
る
所
な̂

ど
も
、
今
日
に
於v
e

課
桃
の
撤
廢
の
み 

5:

以
て
足
れ
6

と
せ
少
、
其
撒
廢
と
共1C
、
我
國
.

&

::'

國
策
の1

と
し
て
、
永
く
食
料
品
自
由
輸
入
の
主
義
;
 

を
邀
守
.
^

S

る
こ
と
を
中
外
に
宣
明
す
る
の
必
要
を
離 

め
.
V

B

咬
^

。
藍
し
斯
の
如
ぐ̂

し
.
て|
:#

め
<

:*

の
.

產
出
に
適
す
る̂

國
の
諸
地
方
は
我
國1C
.於
げ
る
米 

の
需
要
の
程
度
を«*
量
し
て
、
適
{且
產
出
の
籁
園
を 

擴
張
す
る
に
至
る
可
け
れ
ば
な6

。
我
國
於
外
國
-に 

產
出
せ
ら
4

't
e

る
米
の
偶
々
供
給
過
剩
と
爲
れ
る
部 

分
の
輸
送
2:
'

受
く
る
の
狀
餓
を
以-<
し
て
は
、
供
給 

の
11

富
安
.
全
共
1̂

之
'|
:

^

^

可
か
ら
^
。
前
記
一
工 

n

 

ノ
ミ
ス
ト」

の
論
說
t

據
れ
ば
、

世
界
到 

る
所
の
穀
物
產
出
地
を
自
國
の
穀
倉
と
し
、
交
互
•的 

に
外
國
傲
に
鄕
民
地
を
し
<
、
自
國
の
穀
物
を
供
給 

せ
し
む
る
の
狀■

る

明

白

な

す

。
而
し
て
此 

事
杧
る
、
英
掘
舣
數
十
年
を
通
ヒ
て
、
食
料
品
自
由 

輸
入
の
主
義
を
實
行
せ
る
の
結
果
に
し

V
、

若
し
名
，
 

英
國
の
政
罾
申
途
に
變
改
す
る
奴
姐
きt 
i

f

 

f

c 

ら
ん
に
ft

、
今
日
英
國
の
爲
め
に
榖
物
供
給
の
任
に 

當
6

つ
、
あ
る
地
方
は
決
し
て
今
日
の
程
度
ま
で
穀 

物
收̂

0

範
圍
を
擴
張
せ̂

6

し
や
必
せ
6

°
日
本 

に
し
て
外
國
ょA

食
料
品
の
供
給
を
仰
ぎ
、
而
し
て 

其
代
價
の
低
廉
を
期
す
る
以
上
は
、
米
の
產
出
1C

適 

す
る
地
方
を
し
て
總-C
日
本
の
爲
め
に
ヽ
之
を;*
B

す
る
地
方
把
ら
し
め
、
來
洋
に
大
な
る
米
の
集
散
市 

場
の
現
出
す
る
を
期
せ
^
る
可
か
ら
梦
。
前
記
の
論 

文
は
固
ょ
充
分
の
點
あ

6

と
雖
名
、
英
國
於
海 

外
ょ

6

穀
物
の
供
給
を
受
く
る
の
狀
況
の
殆
ど
理
想 

的
！̂

に
達
し̂

る
を
示
す
に
足
る
名
の
あ6

。
卽 

ち

猶

し

て

、
讀
者
の
注
意
を
求
め
ん
と
す
る
所
以

S

6

D

 

(

堀y

 

歸

1
)

ノ 

y

 

: 

.

'

ボ

H

 

■~

ム

®

バヴエルク

氏

利

子

論

の

基

礎

と
1

て

;

の

主

觀

的

價

値增井幸離

維
也
納
商
エ
槳
會
議
所
顧
即

「

ド
ク
ト
ル」

ォ
ッ
トI

n

ど
フ
1
K
 

ai
w

頌 2
3

 

J
a
h
r
b
i
i
c
l
l
e
l
.

 £
i
i
:
r

fej
a
t
i
o
n
a
l

o.-
k
o
n
o
w
a
l
e

 t
l
n
d
.
s
t
a
t
i
s
t̂
.

 

F
o
l
g
e
.

 

n

rB
d
,

 

H
e
f
t

 3
.

 

w
e
p
t
e
g
b
e
r

 

1
9
1
3.

に
於
て
代
憤
決 

定
の
蓝
礎
と
な
る
ベ
告
值
値
と
代
憤
よ
リ
L

て̂

$

る
值
腺
-1

の
區 

別
を
論
じ
、之
を
接
礎
と
し
て
'
ポ
尤1
ム
•

バ
グH

ル
ク
氏
の
價
値
算 

常
の
理
論
の
支
持
す
ベ
.か
ち
ざ
る
こ
と
及
ひ
此
の
戈
持
す
ベ
か
ち
ざ 

.

る
算
常
の
理
論
の
上
匕
築
か
れ
允
る
刺
子
論
の
採
る
べ
か
ち
ざ
る
所 

以
を
諭
じ
た
犮
に
虫

&
る
部
分
を̂
!̂

せ
ん
。

I

«

«
論

及

^

®

^

の

組

立

伫

双

け
 

る

利

子

問

題

の

’
地

位

.
~ 

批
評
に
入
る
に
先
ち
て
刺
子
問
題
と
價
値
論
及
ぴ
代 

價
論
と
の
關
係
に
就
て
の
私
見
の-—"
端

を

述

べ̂1
。

價
値
及
代
價
：
.
の
成
立
は
旣
成
生
產
物
に
對
す
る^

^

 

者
の
主
觀
的
評
價
に
其
の
源
を
發
す
る
？
の
に
し
<
、

.1

方

に

於

て

此

の

主

評

價

は

是

等

：の
財
に
■
す
る



需
要
を
.
決
定
す
る
と
同
脖.に
他
方
に
於
<
は
旣
に
國
民 

經
濟
内
に
於
て
生
產
せ
ら
れ
^
る
财
の
總
量
が
供
給
と 

し
て
之
に
對
立
す
、
而
し
て
自
由
競
'爭
の
完
全
1C

行
は 

る
V

限
6

是
等
の
财
は
其
の
生
產
に
费3

る
べ
き
勞
銀 

i

同
一
の
代
價
を
以
て
諸
方
而
に
分®

せ
ら
る
、3
0

 

な
6

0

然
る
に
財
の
代
價
、
、從V

又
勞
龈
は
生
產
に
從 

事
す
る
篇
者
の
數
の̂

く
な
る
に
«

て
益
ガ

低
落
せ 

次
る
を
得̂

る
名
の
に
し
-c

、
凡
て
の
勞
働
者
舣
職
業 

を
得
祀
る
と
き
に
至
つ
て
始
め
 

<

勞
銀
の
.

低

落
.«
»-
は 

終
熄
す
。
然
ら
ば
勞
銀
は
一
定
の
分
配
狀
態
の
1

に
於 

V

財
於
販
赂
を
見
出
し
得
る
の.點

に
.I
t

ま
ら
^

る
を
得
/ 

次
る
べ
し
。
之
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
卽
ち
需
要
の
總
量
と 

旣
成
財
の̂

量
と
が
勞
飯
の
高
を
決
定
す
る
名
の'に
し
. 

て
ヽ
旣
成
財
の
龜
量
は
間
接
な
が
ら^P

勞
銀
額
の̂
.
 

定U

與
於
る
名
の
な6

。
而
しV

旣

g

支
拂
ひ
杧
る
勞 

銀
は
事
樂
監
理
の
勞
に
對
す
る
報
償
と
共
に
企
橥
家
に 

と
つ
<

は
费
用
を
形
く
る
名0

に
し
て
、
此
の
费
用
は 

生
產
物
の
代
價
を
以<

囘
收
せh

る

ベ
が
ら
次
る
於
故 

忆
、
勞
銀
は
费
相
な
る
衣
に
包
ま
れ
て
生
産
物
の
代
價

中
.

に
移
ろ
行
<

、
：
而
U

で
個

0々 .

生
產
物
の
代
價
はI

,
 

1

自
由
競
爭
の
完
金
に
行
は
る
、
限A

ノ——

费
用
の
高 

卽
ち
生
產
：に
費
す
ベ
き
勞
観
の
高
に
よ
つ
<

定
ま
る
'

代
價
の
關
係
に
就
て
の
私
見
は
大
略
右
の
如
し
。
然 

ら
ば
利
子
論
は
此
の
間
にあ

1

0
0
^
る
地
位
を
占 

む
べ
き
日
く
、
若
し
、
財
は
凡
て
の
需
要
方
面
に 

向
つ
て
費
用
の
原
則
の
行
は
る
、
櫞
に
分
配
.せ
ら
る
と 

S

 

換
言
す
れ
ば
代
價
は
勞
銀
の
高
と

一

致
す 

i

s

ふ
前
提
よ
6

し
て
出
發
せ
む
か
、
利
子
論
は
仍
ち 

其
の
存
在
の
餘
地
を
有
せ
次
る
に
至
る
べ
し
。：
利
子
は 

生
産
物
の
代
價S

 

S

の
1

用
を
*

過
す
る
に
よ
6

て 

の
み
發
生
す
。
故
に
利
子
論
の
職
分
は
、
#

寛
、
如
何 

に
し
，

V

生
産
物
の
代
價
於
勞
卿
の
费
用
以
上
に
届
6

V

 

以
て
代
價
と
费
用
と
の
間
に
利
子
を
容
る
、
の
餘
地
を 

生
^

る
や
、
を
說
明
す
る
に
あ6

て
存
す
。

然
る
に
限
界
效
用
論̂

の
利
子
»
«
金
く
之
と
趣
を 

異
に
す
。
此
の
一
派
の
論
者
は
代
價
成
立
の
_

1«
に
费 

用
の
原
則
を
援
用
せ
次
る
於
故
に
、
所
爾
價
値
算

€

爵
の 

理
諭
を
用
ひ
て
生•
產
財
の
代
價
を
ば
直
接
に.i

»
の

價
値
よ
6

^

#

せ
次
る
べ
か
ら̂

る
名
の
に
し
て
、
'價 

修
は
效
用
に
よ6

<

定
奪
る
とS

ふ
價
値
論
の
根
本
思 

想
を
生
產
財U

應
用
し
、
先
づ
生
產
財
の
.價
値
を
定
め
ノ 

E

f

c

之
よ
6

し
て
其
の
代
®

を
導
き
出
3

む
と
す
。
故 

に
彼
等
の
利
子
論
の
職
分
は
％
斯
の
如
く
に
し
て
定
ま 

.

る
所
の
生
產
財
の
代
價
は
之
よ6
:

生

^

る

生

産

物

の

代 

«

J;
~

o

名
小
な
ら̂

る
べ
^

ら
^

石
こ
と
を̂

す
に
往
. 

6

、
蓋
し
生
趦
物
の
代
價A

生
齋
財
の
代
惯
と
の
差
は 

^

T
t.
^

^

l̂c
:?
?

[

な
ら
^

.
.̂
^^
.
な

"
^
。
ホ

,

エ
：

—

.
ム.
® 

ハ
'/
'

^

ル>

の
利
子
論
論
述
の
方
法
は
、
先
づ
算
當
の
理
論
を 

以
て
補
充
財
の
價
値
を
定
め
、
之
よ6

生
產
財
の
價
.

，
 

.に
導
き
、
而
し
て
生
產
財
の
代
價
を
導
き
出
さ
む
i

す 

る
.に
在
る
名.
の
に
し
て
、
其
の
利
子
の
理
論
は
何
故
に 

生
産
財
の
代
慣
於
生
產
物
の«

«
よ
ら
低
き
於
の
問
に 

答
へ
次
る
べ
か
ら3'
'

る
？
の
な
る
於
、
ボX
历
は
卽
ち 

其
の
說
明
を
現
在
财
と
將
來
財
と
の
間
に
於
け
る
價
値
丨 

の
差
に
.求
：

§

、『

規
在
財
と
將
來
財
と
め
間
に#

す
る
自 

然
的
：の
價
値
の
差
こ
そ
資
本
利
子
の
發
生
を
來
す
极
源 

65
.

な
；れ|

將

來

財
2

生
•
産

財

は

現

在

に

'
於

て

消

費

し

舞

雜

錄

/
 

.

べ
き
享
樂
財
よ
ろ
劣
其
價
値
小
な6
、

此
の
價
値
の
相 

違
は
代
價
の
相
違
に
歟
應
す
、
故
に
生
産
財
の
代
憤
は 

之
よ
6
生
^
る
生
産
物
の
代
價
よ6
名
小
な
6
.、
i.
E
 

一
明
し
允
6

。

一
是
に
よ
つ
て
見
れ
ば
ボ
工
氏
は
吾
人
於
先
に
述
べ
杧 

る
i

反
對
の
方
向
よ6

利
子
間
題
の
解
決
を
企V

.

 

*
る 

g

の
な̂

N。

說
明
す
べ
き
？
の
は
生
產
物
の
代
價

A

費 

用

(

卽
ち
生
產
財
の
代
價)

と
の
差
に
外
な
ら̂

る
舣
、

氏
«.

何
故
に
生
產
物
の
代
價
が«

用
以
上
に
在
る
や
を 

間
は
ず
し
て
、
何
故
に
費
用
は
生
產
物
の
代
價
以
下
に 

在
る
や
を
問
へ6

、
生
產
物
於
高
く
寶
れ
る
と
い
ふ，'
 

と
よ
6

せ̂

し
て
、

2

反
#

.

に
生
産
資
料
於
安
く
賈
ベ
石 

i

S

ふ
こ
i

よ
6

し
て
利
子
の
發
生
を
說
明
せ
む
土
し 

把
6

。n
-

れ
ど
予
は
氏
於
生
產
物i

生
產
財
と
の
價
値 

の
差
よ
ぅ
し
て
利
子
を
說
明
せ
む
と
し
忙
る
は
佥
く
誤 

一
れ
る
？
の
な*O,

と
思
惟
す
、
其
の
理
由
は
馓
單
な6
 ヽ

0-

く
、
生
產
財
の
代®

の
基
礎
i

な
る
べ
き
生
產
烟
の 

第一

次
.的

償

値

な

る

各

の

は

交

易

經

濟

に

.
は

存

在

せ

.

^

. 

る
を
以
て
な
6

。
此
の
理
を
示
さ
む
财
爲
に
、

價
値
諭

,

, 

、

五
进



1 C

と
つ
，て
根
本
的
意
韻
を
有
す
るt

名
拘
ら
卞
效
用
諭 

の
餘
6

注
意
す
る
所i

な

ら

し
.

一
種
の
區
别
、
卽 

ち
原
生
的
第一

次
的
價
値
と
派
生
的
第
二
次
的
價
値
と 

の
區
別
を
次
節
に
示
さ
む
。

I
I

第
一
.̂
©

ff
l

ff
i

と
第
一
一
次
的
價
値
，

.,

價
値
於
代
價
に
對
し
て
自
變
數
の
性
質
を
具
備
せ
る 

限
6

、
代
價
の
說
明
は
其
の
基
礎
を
價
値
に
置
か
次
る 

A
か
ら
5 '
'

る
こ
と
明
な6

。
而
し
て
斯
の.

如
き
第」

次 

的
傲
値
、
卽
も
代
價
に#

し

y

自
變
數
に
し
て
代
價
說 

明
の
基
礎
と
な
る
べ
き
價
値
は
或
る
前
提
の
下
に
於
て 

は
.

^

財
の
使
用
價
値
に
外
な
ら
次
る
な6

。
然
ら
ば

此

邊

邊

: 5
: |
:°
:

:
.

個
々
の
財
に
對
す
る
需
喪
者
の
評
價
は
各
自
の
所
得 

に
照
ら
し
叉
は
他
の
諸
種
の
代
價
の
如
何
に
顧
み
て
行 

は
る
、
名

.

の
な

•

◊

。•

例
へ
ば
^
る
需
要
者
舣
冬
服
ー
著 

を
百
圓
と
評
價
し
從
て
之
に
對
し
て
百
| |
|

4

で
《
支
拂 

を
敢
て
也
む
と
決
心
す
る
迄
に
は
旣
に
自
己
の
所
得
の 

高
と
其
の
中
に
て
^
の
欲
墼
滿
足
の
爲
に
支
出
す
ベ
き 

金
額
と
を
知*

^

居
ら
次
る
ベ
が
ら
次
る
？
の
に
し
て
、

若
し
所
得
高
於
以
前
ょ-
^

名
減
少
す
る
於
叉
は
他
のm
 

望
滿
足
の
，爲
に
支
出
す
べ
き
金
額
於
增
加
す
る
と
き
は
. 

冬
服
に
對
す
る
西
圓i
 S

ふ

評

價

は

勢

ひ

低

下

せ

^

る 

j

を
得
^

る
な̂
^

。
_

ち
特
定
财
に
®

す
る
特
{
/E

の
需
要 

は

旣

に

將
,®

の
所
得
の
分»

狀

態

と

他

の

.
財

の

代

價

と 

一
を
前
提
と
な
し
居
れ
る
名
の
に
し
て
、
從
て
將
定
財
に 

對
す
る
評
價
は
評
價
者
の
所
得i

他
の
凡
て
の
代
價i
 

f

於
與
へ
ら
れ
^
る
場
合
に
於
て
の
み
代
價
決
定
の
基
礎 

\

fc

る
自
變
數
と
見
做
し
得
べ
き
な6

。
次
に
人
、が
同
塒 

j

に
種
々
の
財
に
對
し
<
需
要
を
實
行
す
る
の
標
準
杧
る 

i

需
要
表
叉
は
需
要
の
組
合
せ
に
就
て
云
人
ば
、
其
は
諸 

代
谭
の
關
係
及
び
所
得
の
高
に
從
て
定
め
ら
る
、
g

の 

i 

f

o

何
人
ぢ
所
得
を
费
す
に
當
つ
て
は
一
定
の
分
量 

j

ょ
6

出
來
得
る
限
6

多
大
の
欲
望
滿
足
を
得
る
欉
に
カ 

一.

む
る
名
の
に
し
て
、
代
價
の
關
係
の
同
一
な
る
間
は
一 

-定の方法に便用する名代價關るときは 

消
費
の
方
法
名
亦
_
<
變
動
を
來
す
べ
し
。
.例
へ
ば
所 

得
三
千
圓
の
場
合
に
於<

そ
の
中
四
百
圓
を
住
宅
に
、 

千
圓
を
食
物
に
、
千
圓
を
衣
服
に
、
百
圓
を
薪
炭
に
、

殘
挪
を
其
の
他
に
消
費
す
る
と
.せ
ば
、
個
々
の
將
定
財
/

し
；

§

む
於
爲
に
は
所
得
の
高
を
旣
に
與
へ
ら
れ
^

る
冬 

U

對
す
る
镰
要
は
右
の
需
要
組
合
せ
に
從

V

實
現
せ
ら
の
と
前
提
せ
次
る
ベ
か
ら

f
o

る
な
6

.°

.

る
べ
.
き
气
若
し
住
宅
费
於
三
百
圓
に
減^

杧ぅ
とせ
要

-
之

*
特
定
財
に
就v
tt

所

，得

の

高

と

他

の

代

價

と 

ば
之
と
豫
定
额
と
の
差
ー
百
圆
は
他
の
例
へ
^
衣
服
食
ニ
を
與
へ
ら
れ
杧
る

3

の
と
前
提
し
、
叉
種
々
の
財
に
就. 

物
薪
馨
对
の
欲
望
滿
足
の
增
加
に
向
け
ら
る
べ
く
、
若

y

は
所
得
の
'高
を
與.
へ
ら
れ
tc

る
名
の
と
前
提
す
るi
 

し
又
衣
服
騰
貴
の
食
め
に
衣
服
费
&
豫

定

額

に

て

は

不

き

は

、
消
鹽
者
の
評
價
»
代
價
に
對
す
る
一
自
變
數
を 

足
を
告
ぐ
る
に
至
-

^

*

せ
ば
他
の
部
分
を
切
6

詰成せる？

P

の
と
！

g

ひ
る
S

J

il:
'

得
べ
し
。

めy

此
の
方
面
に
振
6
向
ぐ
べ
く
、
そ

の

結

果

何

れ

の
.然
る
：に
_

つ
て
供
給
の
側
に
就
<
之
を
見
れ
ば
事
情 

場
合
'

U

於
て
名
他
の
個
々
の
脉
に*
す
る
#

|?
の
變
動
全
く

 

一
»
す
。
予
は
今
日
の
交̂

㈱
濟
に
於
け
る
生
產 

從
V

3 1

需
要
の
組
合
せ
の
變
動
を
來
す
べ
き
於
如
し
。
，

者

•商
人
#
勞
働
者
等
の
如
き
供
給
者
侧
に
は
、
代
價
に 

卽
ち
备
々
の
代
價
關
係
に
對
し

v

各
々

一

定
の
需
要
組
對
す
る

■

〕

自
變
數
を
成
し
從
て
代
價
の
.成
立
を
說
明
す 

合
せ
あ
る
名
の
と
考
ふ
る̂

と
を
得
る
パ
の
に
し
て
、

一
る
の
基
礎
と-な
る
ぺ
き
何
等
.

Q
.

評
價
名
存
在
せ
ず 

1
宠
の
代
價
關
係
に
於
て|^
需
要
の
組
合
せ
名
亦
一
定
主
張
す
る

S

の
な
ら
。
其
理
由
果
し
て
如
何。

f 

せ
る
名
の
な
6
。
而
し
て
此
の
霄
要
の
組
合
せ.拟
如
何
商
品
に
對
す
る
販
寶
者

Q.

評
*
卽
ち
財
に
對
す
る
他 

f
c編

成

せ

ら

る

、

や

は

、

.
其
の
人
の
所
得
の
與
へ
ら
れ
一
綸
者
の
評
價
は
之
を
三
、櫞
に
考
ふ
る
こ
と
を
得
。

(

第 

t^
る
限
-
、̂
代
價
に
よ
-

CN

て
決
定
せ
ら
る
、
名
の
に
あ
 

一

V-
,)

、
販
寶
者
か
^
品̂
に
詢
し
て
使
用
價
値
を
^
め
從
て 

シ
岁
し
て
.欲
®

の
狀
態
、'天
性
、
.生
活
狀
態
等
に
よ
6
 

.

.
事
情
に
よ
つ
<
は
之
を
自
己
の
'用
に
供
せ
0
と
す
る
場 

V

決
定
せ
ら
る
、g

の
な
6
.
O
.
故
^:
吾
人
は
此
の
需
要
：
.

合
o
.此
の
場
合
に
於V

は
販
寶
者
は
消
費
者
の
地
位
に 

の
組
合
せ
な
る
？5
=の
5:
.代
價
^
對
す
.る
1
自
變
數
杧
ら
立
て
る
噶
の
に
し
，て
其
の
評
價
は
に
#
し
て
自
變



!
I

性
を
有
す
る
名
、
而
名
代
價
成
立
の
理
論
に
と
つ
て
は 

何
等
實
際
上
の
價
値
を
有
せ
梦
、
'

蓋
し
販
寶
者
は
自
己' 

の
.必
要
と

す

る

分
量
以
上
の
商
品
を
有
し
從て
自
己
の 

消
費
額
に
#

しy

は

代

價

の

成

立

に

毫

^
^
擊

せ

次

る
 

锃

の

最

少の
評

價

を

附

興

す

る

に

過

ぎ

^

れ

ば

な

6

0
 

否
、
予

は一
.

步
を
進
め
て
、
此
の
種
の
評
價
は
代
價
論
に
. 

於
て
は
极
本
的
に

無
視
せ
次
る
ベ

か

ら

次
る
名

の

な

6

 

土
信̂

。
何
と
な
れ
ば
生
產
者
於
自
己
の
爲
に
生
^

^

 

る
限
6

は
其
の
經
營
は
自
足
經
濟
に
屬
す
、
而
し
て
自 

足
經
濟
に
は
代
價
な
る̂p

の
存
在
せf

o

れ
ば
！

敌 

に

代

價

論

は

、

何

人

^
^
他

人

の

爲

に

生

產

し

從

て

供

給 

者
は
其
.
の
®

a

に
#

レ
て
何
等
の
ff
i

ff
l

fi
it
f

名

認
め 

^

る

場

合

ょ

6

出
立
せ
^

石

べ

か

ら

3'
'

る

な

.
^
。

(

第
 

ニ)

、
一
 

部
の
論
者
の
云
ふ
於
如
く
、
販
寶
者
好
浪
费
者 

の
便
用
價
値
を
察
し
て
之
を
採
つ
て
以
て
自
已
の
評
慣 

:

と
す
る
場
合
。
若
し
其
の
言
の
如
べ
服
寶
者
财
消
費
者 

の
評
憤
を
採
つ
て
以
て
自
己
の
評
價
と
な
す
こ
と
を
得 

i

せ
ば
、
斯
る
評
價
は
本
質
上
代
價
に
對
し
て
獨
立
な
. 

る
第
.一

次

的

の

價

値

あ

云

ふ

を

得

べ

き

名、
' 

交
易

經
濟u

於
て
は
斯e

t

t

V

J
と
.あ
k

得
べ
か
；ら
次
る
を 

如
何
せ
む
、
何
と
な
れ
ば
交
揚
經
濟
社
會
に
於

V

は
享 

樂

財

の

特

定

の

，價

値

を

云

々

す

る

こ

と

能

は

»

れ

ば

な 

6

。
卽
も
個
々
の
財
に
到
す
る
梢
費
者
の
評
價
は
人
に 

よ
6

V

そ
れ
^

<

異
な
る
？
の
に
し
て
同1

財
を
或
者 

は
高
く
評
價
し
他
の
者
は
低
く
評
價
す
、
.

此
の
場
合
生 

產
者
は
何
れ
の
評«

を
採
つ
<

以
て
自
己
の
評
價
と«
 

さ
0

と
す
る
4

?

31

消
费
者%

同

蹄

：に

稀

々

の

財

を

需 

要

す

る

の

標

準

允

：る

需

要

の

組

合

せ

.は

各

種

の

財

に

對 

す
る
支
出
の
割
合
を
示
す
の
み
に
<
個
々
の
财
に
對
す 

る
評
價
を
示
3

梦
、
同一

の
消
®

者
$

他

の

財

の

代

價

： 

*

何
に
從v

同
一
の
»

に
#

す
る
»

價
を
異
に
す
る
？ 

の
な
6

、
供
給
者
は
此
の
中
何
れ
の
評
惯
を
採
つ
て
以 

て
自
己
の
評
價
と
なs
o

i

す
る
か
。
畢
竟
供
給
者
於. 

梢
费
者
の
.評
價
を
漂
準
と
し
て
自
己
の
評
價
を
有
す
る 

に
至
る
と
い
ふ
こ
と
は
不
可
能
事
杧
る
を
兔
作
次
る
な 

6

0
 

(

第
三)
商
品
舣
代
價
を
獲
得
し
得
る
於
爲
に
此
の
. 

點

よ

ぅ

し

て
M

S:
*

於
®

ロ g

を
尊
重
す
る
場
合o

此
の 

場
合
の
M

値
は
卽
10

主
觀
的
交
換
價
値
に
外
な
ら
次
る

|

|

69

奴
、
を
は
囊
財
の
使
用
價
値
と
異
な
ろ
て
代
價
を
決 

定
す
る
の
原
因
な
ら
で
、
却
て
代
價
の
如
何
に
よ
，
6

て 

定
ま
る
名
の
なA
o

ボ

H

 

I

ム
®

バ
グ
エ
ル
グ

日
く
、財 

の
$

«

吣)

交
換
«

#

は
之
と
交
換
し#

べ
.き
財
の
使 

用
價
値
に
よ
つV

定
ま
6

從y

叉
其
の
限
界
效
用
に
よ 

つ
ズ
定
ま
るA

。
故
に
交
換
價
値
の
大
小
を
宽
ひ
る
が 

爲
に
は
財
.於
他
の
如
何
な
る
財
の*

«

な
必

分
量
と
交
，
 

換
し
‘
得
べ
き
や
を
知
る
の
要
あ̂

S、

而
し
て
之
に
答
年 

る
？
の
は
代
價
な6

。
因
是
觀
是
、
交
換
價
値
は

一

定
の 

交
換
狀
態
從
.
て！

定
の
代
僦
を
旣
に
與
へ
ら
れ
把
る
名 

の
と
前
提
し
届
る
名
の
に
し
て
代
愼
が
說
明
せ
ら
れ
女 

石
後
始
め
て
說
明
せ
ら
る
べ
き
名
の
な
.
り
。
故
に
商
人 

又
は
生
産
者
の
其
のW

S

に
#

す
る
S

は
代
價
よ
6

 

し
て
康
ま
る
第
一
一
次
的
の

名

の
に
し
て
代
價
を
決
定
す 

る
の
$

礎
允
る
第一

次
的
の̂

P

の
に
は
あ
ら̂

る
な
6

-
 

要

之

、
供

給

者

の

其

^
財

に

對

す

る

評

價

ヽ

詳

し

く

 m
.

 

へ
食
商
人
の
商
品
に#

し

、

生

產

者

+の

生

產

資

料

に

#

.
 

し
、勞

馨
.
の
#

_

に
«

す
る
»

«

は
、
皆
代
價
を
前
提 

i

し
代
價
如
何
にK
-

A

V
 

V

S

4

る
名
の
な
る
を
以V

、

之
を
代
價
理
論
の
基
礎
と
す
る
こ
と
能
は
次
る
な
ぅ
。

以
h

を
以
て
供
給
者
側
に
は«

«

^

»

の
說
明̂

#

 

It

る
べ
き
第
一
次
的
の
評
價
を
發
見
す
る
こ
と
能
は
次 

る
こ
i

を

示

し

得

把

ん
'0
郎

ち

使

用

價

値

は

供

給

者

侧 

1C

於V

は

代

價

に

影

響

す

る

の

要

素

把

ら

卞

、
梢

-®
者 

の
評
價
を
採
て
以
て
自
己
の
評
價i

す
る
こ
i

は
不
可 

能
に
屬
し
、
而
し
て
殘
る
所
の
主
觀
的
交
換
價
値
は
代
■ 

價
に
ょ
6

y

定
ま
る
所
の
第1

1
..次
的
の
名
の
に
し
て
代 

價
の
^

礎
允
る
こ
i

能
は
次
る
の
理
を
明
に
し
得
允6
 

故
.
に
償
値
の
中
に
て
代
價
璉
鍮
說
明
の
甚
礎
杧
6

得
る
. 

名
の
は
僅
か
に
需
要̂

組
合
せ
に
關
し
て
の
■

者
の 

使
用
價
値
評
定
一
ぁ
る
の
み
。
然
る
に
ボ
ヱ
ー
ム
o

パ 

グ
ン
一
一
ル
ダ
は
第
一
次
的
な
る
€

用
價
値
と
第
ー
一
次
的
な 

る
主
觀
的
交
換
價
値
之
の
間
に
於
け
る
根
本
的
の
區
別 

を
認
沁
す
し
て
、
均
し
く
爾
者
を
採
て
以
て
代
債
M

論 

の
甚
礎
と
な
し
杧
る
？
の
に
し

V

、
而̂

p

主
觀
的
交
換 

.

價
値
を
代
價
の
說
明
要
素
と
す
る
に
際
し

V

當
然
旣
に 

與
へ
ら
作
允
る̂P

の
と
前
提
す
ベ
き
代
價
を
ば
與
へ
ら 

れ
^

る̂

P

の
i

前
提
せ̂
,

る
な
6

。
水
エ
氏
の
利
子̂

雜

錄

虫
九



60
r

中
の
最
％
重®

な

る一

節
は
恰
名
斯
る
許
す
ベ
於
ら̂
 

る
生
觀
的
交
換
價
値
の.
利
用
に
基̂

き
屈
れ
る
$
の
な 

ノ 
'
る
'の
理
、
以
下
之
を
示3

む
。
 

へ.

- 

:

H

ボ
エ
，氏
の
價
値
論
に
於
け
る
第 

,

二
次
的
慣
値 

•

ボ
土
丨
ム
©

バ
グ
エ
ル
グ
の
價
他

m

中
®

入
の
最
？p

 

興
味
を
-«

ゆ
)̂
%
の
は
所
謂
算
當
の
理
識
を
合
め
る
彼 

0

靈
財
の
價
値
に
關
す
る
理
論
な6

0

價
値
算
當
の 

理
論
の
職
分
は
水
エ
氏
自
ら
？
云
へ
る
が
如
く
生
產
財 

の
.
價
値
を
說
明
す
る
に
在7>
名
の
に
し
て
、
此
の
價
値 

ょ
6

し
て
生
產
財
の
代
價
を
生
^
、
斯
し
て
生
じ
把
る 

代
價
は
叉
财
の
實
際
の
分
酣
を
定
む
る
の
準
繩
と
な
る 

を
以
て
、
補
充
財
の
價
値
の
理
論
及
び
其
の
.中
に
包
含 

せ

ら

る

、
價

値

算

當

の

，
理

論

は

正

*

に
»

く
べ
か
ら
^
る 

の
論
理̂

_
チ
允
る
な
ろ
。
，然
ら
ば

此
の
#
t

の
ai
^

 

は
果
し
で
其
の
職
分
を
果
し
得
る
や
否
や
。

、水
エ
氏
は
||
充
財
の
«

値
の
理
0&
を
展
ぶ
る
に
實
例 

を
以
て
し
、
相
互
補
充
的
の
地
位
に
在
る
A

B-
C

三
個 

の

財

を

結

合

し

V

使用するとによ百の效用

ぁ
6

,

と
せ
ば
是
等
1
1
ー
個
：の
：財

の

價

値

は

百

に

等

し

^

る 

ベ
く
、
而
し
<

此
の
百
な
る
價
値
はA
 

B
 

G

の
各
個
に 

如
何
に
算
當
せ
ら
る
、
や
と

S

ふ
こ
i

を
研
究
し̂

-

^
 

今
之
を
*

當
の
'
場
合
卽
ち
生
產
財
の
場
合
に
應
用
し
、 

假
IC
A

B

o

な
る
三
個
の
財
於
冬
服
を
作
る
ベ
き
羅
紗 

i

ミ
ク
ン
i

勞
働な

-
o
n

と
想
像
せ
ば
、
冬
服
とs

^

生 

產
物
の
價
値
；
&

を
算
當
の
■出
發
點
と
し
て、
.

之
- i

ろ
生 

產
財
杧
る
羅
紗
ミ
シ
ン
及
び
勞
働
の
價
値
财
各
々
幾
何 

な
る
や
を
定
む
る
こi

i

な
る
な̂

C
S。

令
は
ボ
エ
氏
の
な
せ
る
割
當
の
方
法
に
對
し
て
は
何 

等

の

反
對
を
令

な

.さ

>

 

る

ベ
く

、

其

の

割

當

t t

正

し

く
 

論
せ
ら
れ
允
る
？
の
と
假
定
せ
む
。
然
し
な
が
ら
此
の 

.
說
明
は
事
自
足
經
濟
に
關
し
、w

i

s

ふ
特
定
の
慣
値' 

ょ
6

出
發
す
。
今
.日
の
交
易
經
濟
に
就
て
は
如
何
に
應 

用
せ
ら
る
ぺ
き

か

。

甲
は
冬
服
を
百
圓
と
評
價
し
乙
は 

之
を
五
十
圓
と
評
價
し
两tt
乏
を
三
十
圓
と
評
價
す
る 

於
如
く
、
各
人
の
評
價
於
必
步
し$

歸
一
せ
.

3'
'
る
場
合 

に
は
座
產
者
は
此
の
中
何
れ
の
評
價
を
以て
算
當
の
基 

礎
と
す
べ
き
や
、
叉
ミ
シ
'

\

の
如
く
反
複
數
百
の
生
產

I
I
s

物
を
產
出
し
得
る
場
合
に
は
其
の
生
産
物
に
#
す
る
評 

憤

の

を

れ

^

^

異

る

と

同

匕

囘

數

だ

け

價

値

舣

算

當

せ 

ら
る
、
に
や
、
氏
は
此
の
問
題
に
對
し
て
は
何
等
の
答 

ダ

る
所
あ
る
な
し0

尤
名
交
易
經
濟
に
關
し
て
ニ
三
の‘ 

細
論
を
試
0

る
所
ぁ
6

と
雖
名
、
結
局
交
硌
經
濟
に
於 

V

算
當
の
出
發
點i

す
べ
き
一
定
の
單
位
的
の
價
値
は 

如
何U

し
て
生
ず
る
やi

s

务
报
本
的
の
重
要
問
題U

 

就

V

は
一
言1

J
P

言
及
す
る
所
な
き
な6

。

予
の
信
ず
る
所
に
ょ
れ
ば
、
交
具
經
濟
に
於
て
は
生 

產
財
に
就V

 

財
に
就
て
名
斯
る
算
當
の
裳
礎
と. 

な
る
べ
き
價
値
は
唯
々
主
*
的
交
換
價
値
の
一
あ
る
の 

み
？
然
る
.
に
此
の
主
觀
的
交
換
價
値
は
代
價
ょ6

し
<
 

定
ま
る
所
の
第
二
次
的
派
生
的
の«

の
な
る
を
以
て
、 

豫
め
代
價
の
如
何
を
知
ら
卞
し
て
は
之
を
知
る
こ
と
を
，
 

得
ず
、
先
づ
生«
)»

の
價
€

を
定
め
<

以
て
其
の
«

«

 

に
導
く
こ
と
能
は
ず
。
從

V

享
樂
財
の
價
値
ょA

出
發 

し
て
代
價
決
定
の'
基
礎
t

る
べ
き
生
產
財
の
第一

次
的 

原
生
的
：の«

値
に
到
達
せ
ん
と
す
る
算
當
の
理
論
.の企 

て
は
到
底
不
可
能
杧
る
を
免
れ
岁
。
否
此
の
理
論
は
交

易

經

濟

に

於

y

は

生

產

財

の

價

値

の

_

と

な

.
る

べ

き
 

:

享

樂

財

の

特

定

の

價

値

な

る

名

の

始

め

よ

4

存

在

せ

次
 

る

？

の

な

る

こ

と

を

忘

れ

^

る

の

點

に

於

y
劈

頭

よ

6

 

誤

^

る

名

の

と

云

は

^

る

べ

A

ら
-

S '
'

る

な

6

。

一
以
上
、
實
際
社
會
に
於
て
は
確
實
に
生
座
財

U
#

し 
|

て
評
價
が
與
へ
ら
る
、'名
、
學
理
上
に
於V

は

究

全

-に 
I

算
當
間
題
を
解
決
す
る
乙
と
能
は
次
る
を
示
せ
ろ
。
思 

I

ふ
.に
實
際
社
會
に
於
て
生«
|»

に

與

へ

ら

る

、
評

價

は 

|
ゾ
第
一
一
次
的
派
生
的
に
し
て
代
價
に
よ
6

V

定
ま
る
令
の 

s

i

實

際

の

算

當

問

題

は

價

値

の

算

當

、に

あ

ら

.卞

し 

，て

代

價

の

算

當

な

4

、
生
産
者
は
實
際
に
支
出
し
^
る 

旣

知

.の

费

用

卽

ち

生

産

資

料

の

代

價

よ

ろ

遡

ら

て

生

產 

物

の

代

價‘の

決

定

を

企
'
つ
o

然

，る

に

算

當

の

理

論

に

£

 

つV

啟
生
產
資
料
の
代
價
は
未
知
數
に
し
て
生
産
物
の 

|

價
値
よ
6

し
て
始
め
：

V

導
き
：得
べ
き
の
み
卽
ち
理
論
と 

_

實
際
と
は
全
く
異
な
れ
る
職
分
の
前
に
立
て
る
？の
に 

し
<

從
<
此
の
異
れ
る
職
分
を
同
一
の
方
法
に
て
果
す 

こ

と

能
«

|

1

;
る
f t

云
ふ
迄
冬

な
..き

斯

な

6

。

算
當
問
題 

攸
實
際
於
解^

.

し
得
？
？
の
な
る
以
上«•
理
論
^P

亦
之
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を
解
決
し
得̂

石
の
道
理
な

レ

、

と
い
ふ
算
當
論
者
の' 

主
張
は
確
實
を
缺
く
名
の
と
云
は
次
る
べ

4

ら
梦
。

四
'
ボ
尤
茈
の
代
價
諭 

.

先
づr

費
用
の
原
則」
の
篇
を
見
む
。

ボ
t

丨
ム
®

バ
グ
工
ル
グ
は.
此
の
篇
1C

於
て
生
產
物 

の
價
値
2

生
産
財
の
價
値
及
び
代
價
と
の間
に

於
け
る

‘
 

—

關
係
を
證
明
せ
ん
と
し̂
る

％

の

な

る

沢

、

此
の 

硏

究

は

生

產

物

と

生

産

財

と

の

雨

者

の

分

量

を

.一

定

し 

忙

る

-̂
の
と

前

提

す

る

限

6

に

於

y

成

功

しfc
る

？

の
. 

^

J

^

J

^

Q

t

^

J

-l
r

fe

ぺ
し
。

思
ふ
.

に
若
し
種
々
の
財
に.
し
て
相
互
»
立
に
生
產
せ 

ら
れ
從y

其
の
代
價
？
亦
獨
立
に
成
立
す
る
名
の
な
ろ
ノ 

と

せ

ば

、

各

種

生

產

物

の

代

價

名

'
、
其

の

生

產

に

用

ひ 

ら

石

、
生

産

財

の

代

價

名

、

.

共
に
他
の
代
價
よ
ろ
獨
立. 

;L
<

各
自
直
接
者
の
評
價
七
財

Q

分

量

と

の

爾 

者

よ
6

し

v

定

め

ら

る

、

乙
i

を
#

べ
き
な
6

。
是
に 

於
て
か
ボ
土
氏
は
生
産
物
の
代
償
と
生
產
財
の
代
價
と 

の
，關

係

を

研

究

し

V

之
よ
6

後
者
の
分
量
を
導
き
出
さ 

ん
i

し
*

る
名
の
に
し
て
、
卽
ち
日
く

『

代
價
成
立
の
因

果

關

係

は

：生

産

物

：の

.

.價
値
及I

s

代
價
ょ
6

出
發
し.

y

生 

產
財
の
そ
れ
に•
到
^

^

?

の
に
し
て
、
決
しv

逆
に 

後
者
よ
6

前
者
に
.
到
.る
名
の
に
は
あ
ら_

。
卽
ち
鐡
製
- 

品
に
對
す
る
消
費
者
の
主
觀
的
評
價
财
出
發
點
と
な 

ろ
、
其
の
貨
幣
的
評
價
額'似
鐵
製
品
市
場
に
於
て
鐡
製. 

品
の
代
價
を
定
め
此0

代
價
は
艾
鐡
のf

者
允
る
生 

產
者
の
鐡
.
に
對
す
る
評
價I'

(

主
觀
的
交
換
價
値)•

の
標
. 

f

f

,

而
し
<

最
後
に
此
の
；評
價
額
ょ6

し
て
鐡 

の
市
.價
於
定
涂
る
な

-

^』

と
0 

然
れ
ど
皆
此
の
理
論
は
生
產
物
と
生
產
財
i

の
分
暈 

を
一
定
し̂

る
名
の
と
前
提
し
把
る
名
の
に
し
ズ
、
荀 

$

其
0

然
る
限
，
6

は
有
効
に
成
立
す
べ
し
と
雖
名
、

1

度
此
の
前
提
を
撤
去
せ
ん
が
全
く
支
持
す
ベ
か
ら
次 

る
に
至 
> る
を
見
る
.。.
卽
ち
^

づ̂

^

^

品
の
分̂
!

を

1~裳

 

な
ら
ず
と
せ
ば
、
規
在
の-供
給
狀
態
に
於<
$

ま
6

允 

る
鐵
製
品
の
代
價
は
永,

せ
#
し
て
遂
に
鐡
の
代
價
に 

1

致
す
べ
く
、
次
に
鐵0

分
量
を
1

定

な

ら

^

と

せ

ば 

鐵
の
代
價
は一
定
點
に
业
ま
ら
梦
し
て
勞
銀
と

j

致
す 

ベ
く
、
斯
く
じ
て
鐵
製
品
の
代
價.は
叉
更
に
變
動t

來

す
べ
き
な
6

ひ

之

：に

よ

つ

て

見

れ

ば

享

樂

財

の

便

値

と

生

産

財

の

代 

價

と

の

間

に
'

は

ボ>
!

氏

於

右

の

引

‘用

文

に

於

て

主

張

す 

る̂

如
き
直
接
關
係
は.
何
等
實
際
上
存ff
i

せ

^

る

に

あ 

ら
岁
や
。
鐡
製
品
の
代
價
は
其
の
價
値
に
よ
つ
て
«
ま 

る
に
あ
ら
す
し
て
、.
-#

ろ
&

^

^

よ
^

\

金
く
獨
立
せ
る̂p

 

の
な
6

 

?

:若
し
代
價
に
し
て«

値
よ
6

定
咬
る
？
の
な. 

A

V

1

Cせ
ば
、
鐵
製
品
にil
す
.
る
評
價
が
大
小
^
同
な
る 

場
合
に
は
其
の
代
價
ぢ
亦
之
に
從
て
大
小
不
同
に
し
て 

終
に

一

に
歸
せ
次
る
ベ
き

5

6

。
世
間
叉
斯
の
如
き.
0 

理
あ
る
べ
か
ら
^
。
鐵
製
品
の
代
價
は
凡
て
の
場
合
に 

於
て
鐵
の
代
價
に
從V

定
甘
る
な
.
6

、
而
し
て
鐡
の
代
，
 

價
は
鐵
製
品
の
代
價
に
よ
つ

v

定
ま
ら
ず
し
て
勞
龈U

 

よ

ウ

<

{
/ £

ま

る

な

~
^
。

生
産
物
の
價
値
と
生
産
財
の
代
價
と
の
間
に
は
®

.

 

の
關
係
と
間
接
の
關
係
と
の
ニ
者
あ
-o

得
べ
し
。
直
接 

の
f

は
前
述
の
如
く
生
產
財
の
代
價
は
直
接
に
之
よ 

6

生
^
^
生
産
物
の
價
値
に
從
て
定
咬
る
と
い
ふ
こ
と 

に
存
す
る
名
の
に
し
て
是
れ
卽
ち
生
産
物
の
價
値
よ
6

生
產
財
の
儇
値
を
導
き
從
<
其
の
代
慣
を
名
導
き
出
さ 

ん
と
欲
す
る
こ
と
、.例
へ
wr

冬
服
の
價
値
よ6

之
似
生 

產
資
料
允
る
羅
沙
ミ
シ
ン
及
び
勞
働
の
價
値
诞
に
代
價 

を
導
き
出
S

ん
と
す
る
於
如
き
彼
の
算
當
の
理
論
の
取 

扱
ふ
所
の
關
係
な6

。
然
る
に
間
接
の
關
係
は
財
の
麟 

量
i

需
要
の
總
量
と
の
共
同
作
用
に
よ
つ
て、
»

を
販 

寶
せ
ん
财
爲
に
は
勞
銀
を
幾
何
の
程
度
に
ih

む
ベ
き
や 

&

定
ま
6

、

此

の

勞

銀

を

通

ヒ

て

初

：め

て

財

の

§

&

 

定
ま
る
とs

ふ
乙
と
に
存
すo

此
0

場
合
.

y
.

tt

享
樂 

の
.
價
値
と
代
價
と
の
間
に
は
何
等
の
直
接
關
係
な
く
、 

直
接
關
係
》
寧
ろ
勞
齦
に
關
し
て
生
匕
.、
此
の
勞
銀
よ 

6

し
て
始
め
て
代
價
に
到
達
す
る
な6

。
此
の
關
係
肱 

卽
ち
‘水

H

氏が：

膜するに至

6

し
所
の
名
の
に 

し
て
、
氏
は
右
の
場
合
に
於
て
楔
子
把
る
の
她
位

U

立 

て
る
勞
銀
が
一
圓
な
る

於
一
二
圓
な
る
か
は
勞
働
者
於
一 

日
に
產
出
し
得
る
生
産
物
の
價
値
如
何
殊
に
最
終
の
利 

§

最
^p

少
き
新
分
の
價
値
如
何̂

よ
つ
て
&

ま
る
と
。 

是
れ
最
後
の
勞
働
者
の
生
産
力
に
よ6

て
他
の
凡
て
の 

勞
働
者
の
勞
銀
财
定
ま
る
と
い
ふ
：所
爾
限
界
生
産
力
.

Q



思
想U

外
な
ら
次
る
名
、
其
の
眞
意
呔
財
の
供
給
の
總

. 

量
と
需
要
0.

總
量
と
に
ょ
.

つ
て
最
終
勞
働
者
の
勞
銀、

( 

從V

叉
他
の
凡V
の

勞

働

著

の

勞

銀

舣

定

^

^

、
斯

く 

し
て
財
は
販
路
を
見
出
す
と
い
务
勞
銀
の
原
則
一 

を
明
に
承
す
_の
.
一.
事
に
ぁ
6

.

。
卽
ち
ホ
.尤
氏
は
結
局
此
一 

の
限
界
勞
銀
の
法
則
に
到
達
し
杧
る
な
6

。

限
界
赞
銀
の
法
則
は
享
樂
財
の
價
値
と
代
價
と
の
間 

に
間
接
，の
關
係
ぁ6

と
な
し
、#

當
の
理
論
は
其
の■
間

\ 

:

に
直
接
の
關
係
ぁ6

と
な
す
、
ボ
エ
氏
於
結
局
倒
達
す

j 

る

『

需
要
總
量
と
供
給
總
量
丨1

勞
銀
1

な
が
,
係
の
一 

外
に
、

f

鐵
製
品
の
價
値
丨
丨
鐡
製
品
の
代
價

』

及
'̂『
鐵
一 

製
品
の
價
値—

一

^
鐵
の
代
價』

な
る
關
係
は
果
しV

實
一 

，
際U

成
立
す
る
や
否
や
。
氏
は
此
の
問
題
を
肯
定
せ
ん
一 

i

す
る
な
ら
ん
$

そ
は
誤
れ
6

。
藎
し
旣
に
前
に
？
述 

-

ベ
把
る
於
加
く
此
の
直
接
關
係
は
鐡
に
關
聯
し
て
の
鐡 

M

品
の
分
量
の
與
へ
ら
れ
长
る
場
合
に
於
て
の
み
成 

立
す
る
ぢ
の
に
し
て
、
鐡
製
品
の
分
量
の
與
へ
ら
れ
次
. 

る
場
合
に
於
てa

其
の
代
價
tt

之
に
對
す
る
評
價
に
ょ 

つ
て
定
ま
ら
す
し
て
鐵
の
代
價
に
よ
つ
て
定
4

6

、
而

し

て

鐡

の

分

量

の
*;
へ

ら

れ

次

る

場

合

に

*

V

は
鐵Q

 

へ
代
價
は
鐡
製
品
に
對
す
る
需
要
に
よ
つ

V

定
咬
ら
少
し 

て
他
の
凡V

の

原

料

品

の

代

價

と

同

^

く

勞

銀

額

に

よ 

|

つ
て
定
ま
る
％
の
を
れ
ば
な
か
。
故
に
享
樂
財
の
價
値 

と
代
價
i

の
間
に
は
限
界
勞
銀
の
法
則

U

上
つ
て
生
ず 

る
間
接
關
係
の
存
ず
る
外
、
叉
算
當
の
理
論
の
立
せ
ん 

一
i

す
る
^

^

關
係
の
成
立
す
る
餘
地
な
き
な6

。

,

然
6

と
雖
名
限
界
勞
銀
の
法
則
は
單
に
代
價
の
基
本
' 

的
要
素
把
る
勞
銀
妒
如
何
に
し
て
定
ま
る
や
を
示
す
の
' 

み
に
しV

、

如
何
に
し
て
代
價
财
勞
銀
に
よ
っ

v

定
咬 

る
や
を
說
明
す
る
名
の
に
ぁ
ら
梦
、
費
用
の
旗
則
を
援 

甩
し
來
る
に
於<

始
め
<
此
の
問
題
は
說
明
せ
ら
る
べ 

.

し
。
而
名
一
方
に
於
て
费
用
の
原
則
そ
れ
自
身
は
、
代
價 

.、似
勢
銀
に
よ
つ
て
定
ま
る
こi
rc
J

-
說
明
す
み
名
其
の
基 

礎
女
る
勞
銀
财
如
何
に
し
て
定
ま
る
や
を
說
明
せ
次
る
ァ 

\

を
以V

.、
之
を
以
て
代
價
の
成
立
を
說
明
す
る
の
：獨
立 

的
要
素
と
認
o

る

こ

土

能

は

ず

、
.
必

支

や

篇

と

し

て
 

勞
銀
の
法
則
を
援
用
す
る
こ
と
を
要
ず
る
な
6

。
此
の 

事
は
限
界
效
用
論
者
？
明
に
認
め
届
る
所
な
る
於
、
彼

I

等
は
腺
界
勞
銀
の
法
則
を
論
匕
て
此
の
费
用
の
原
則
の 

必
要
と
す
る
支
柱
を
提
供
し
な
、

S

ら
、
而̂

p

自
ら
之
，を 

覺
ら
梦
ノ
限
界
勞
銀
の
法
則
に
よ6

て
勞
銀
は
與
へ
ら 

れ
杧
石
名
の
と
見
る
を
得
べ
き
於
故
に
、
费
用
の
原
則 

は
再
び
代
價
の
原
則
と
し
て
用
ひ
得
る
に
至
6

し
名
の
：
 

な
る
に
？
係
ら
す
、
：
^

は
之
を
看
過
し̂

6

。
代
價 

の
.關

係

を

了

解

せ

む

於

爲

u
^

#

用
の
原
則
と
限
界
勞 

\

銀
の
.
法
則
4

を
連
®

^

る
よ
6

必
要
な
る
は
な
し
。
卽 

' 

:

ち
旣
に
第
1
'
節
に
述
，べ̂

石

似

如

く

、
：
需

：要

の

^

量
i

 

財
0

總

量

と<
;

よ
6

て
勞
銀
が
定
ま
ぅ(

限
界
勞
銀
の 

法
則)

W

し
べ
此
の
勞
銀
よ6

し
て
個
々
の
財
の
ル
價 

舣
：定
i

る

(

費
用
の
原
則)

な
ろ
。
'
.

• 

M

f

つ
て
見
れ
ば®

用
の
原
則
に
關
す
る%

工
氏 

の
見
解
は
：
S

m

r

-̂A

於
第
一
節
に̂

て
代
價
の
Fa

f̂

に 

就
て
述
べ
女
る
所
と
全
然

」

致
ず
る
名
の
な6

と
云
ft 

次
る
べ
か
ら
*
。
蓊
じ
若
し
氏
に
し
て
鐵
製
品
に
對
す 

.
る
需
赛
と
ぃ
>

於
如
き
個
々
の
需
喪
方
而
よ6

出
發
し
.
. 

て
步I

步

観

察

の

..步

を

進

0

る
代
ろ
に
最
初
よ
纟
8|
民 

65
_

の
全
般
を
眼
中
に
置
き
て
論
究
し
杧
ろ
せ
ば
、
財

の
需
喪
の
總
量i

供
給
の
總
暈
と
の
關
係
は
直
ち
に
勞 

.
銀
'
に
導
く
乙
と
を
認.
^
5'

る
を
#

s'
'

6

し
な
る
ベ
く
、 

從V

氏
：名
亦
勞
龈
上々

レ

V

代

價

を

決

定

す

.る

に

は

觅 

U
1

の
部
分
的
說
明
を
要
し
、
其
の
說
明
は
費
用
の
原
. 

則
に
依
ら
$'
'

る
を
得̂

る
の
場
合
に
立.
至
.

6

し
'«

る
、へ 

き
を
以
て
な
何
れ
に
し
て
名
氏
の
意
見
と
吾
人
の
：
 

意
見
i

は
极
本
的
に
異
な
石
者
に
は
あ
ら
玄
、
唯
香
人 

は
*

用
の
原
則
を
重
視
す
る
に
反
し
氏
は
單
に
此
の
原 

則
が
氏
の
所
說
と
矛/f
f

t

る
^P

の
に
あ
ら
^
と
參
务
を 

以
て
滿
足
し̂

る
の
點
に
於
て
異
な
る
所
あ
る
の
み
。

.
思

ふ

に

代

價

に

到

達

せ

^
'
が

爲

に

は

费

用

の

原

則

及 

び
*

當
の
理
論
な

る

ニ
個

の
«

助
«

»

の
中

何

れ
/P
一
 

方
を
要
す
る
名

の

な

る
を
以
て

、

後
者
を
*
て

0

か
®

 

ち
前
者
は
必
要
缺
く
ベ
か
：
ら

次
る
名

の
i

な
.
'る

。

限
界 

效
用
論
者
は
算
當
の
，理
論
に
執
，著
し
、

V

費
用
の
原
則
を 

輕
視
す
る
？
、
1

度
費
用
の
服
則
に
し
<
支
持
せ
ら
る 

る
.
に
.

至
ら
ば
算
當
0

理
論
は
不
用
に
歸
せむ
。
.吾
人
は 

前
節
に
於

て

算

當

の

•理

論

が
其
の

職

分

を盡
す
t

i

能
. 

は
^

る
を
：立證
6

把

る
矽
、

玆

に

は其
0

職

分

を盡
す



, 

雜

錄

'■

■ 

- 

を
喪
せ̂

る
こ
と
示
し
得̂

6

と
信̂

0

以
上
述
べ
來
る
ボ
；茈
の

「

費
用
の
原
則

」

の篇 

は
實
際
の
代
價
論
卽
ち
•代
價
に
關
す
る
锗
關
係
を
敍
述
_ 

し
^

る
名
の
な
る
於
、:'
氏
自
ら
於
代
價「

成
立
の
根
本 

原

則」

と
し
<

述
ぶ
る
所
の
法
則
は
却.
<

其

の

：重

要

の 

度
に
於V

遙
炉
に
前
者
に
劣
れ
る
を
見
る
、
何
と
な
れ 

k

そ

は

單

に

個

々

の

孤

立

せ

る

财

の

.代

價

の

成

立

を

說 

明
す
る
の
み
、
從
て
他
の
凡
て
の
財
の
代
價
を
以
て
旣 

に
與
へ
ら

れ
^

6

と
な
す
前̂

の
下
に
於
て
の
み
£
用 

し
得
べ
き
？
の
に
し
て
、
其
の
云
ふ
が
如
く

「

根
本
的」 

な
る
？
の’
に
は
あ
ら̂
.

る
を
以
<

な
6

。

斯 
/
N 云
は
V

氏
は
之
を
爭
は
むi

す
る
な
ら
む
？
、 

.容
易
に
其
の
然
る
所
以
を
示3

む
。
氏
は
馬
の
寶
貿
の 

例
に
於
て̂

|

*

|

4

の̂
法
則
を
述
ベ
、

『

代
價
は
限
界 

寶
貿
者
の
評
價
の
平
準
に
：ょ6

て
定
咬
る
.

』

と
な
せ
し 

.

が
、
然
ら
ば
其
の
代
價
の
髙
低
は
如
何
に
し
て
定
ま
る 

や
に
就
て
は
、
因
果
關
係
に
於
て
遙
に
後
方
に
位
す
る 

事
情
卽
ち
貨
幣
のM
II

を
以y

其
の
決
定
原
因
な6

と

な
せ
.
.

0
。

然
る
に
.
貨
幣
の
價
値
は
其
の
安
換
カ
如
何
、
從
', 

V

代
價
：

S
-

狀
態
如
何
に
ょ.
つV

 

る
所
の
派
生
的
第 

1

ー
次
的
の
凌
換
價
値
に
し
て
、

：

代
價
廉
な
れ
ば
交
換
力 

大
に
、
從
て
叉
貨
幣
の
主
觀
的
價
値
大
な
れ
ど
名
、
代 

價
高
け
れ
'は
交
換
力
小
に
、
從<
©>

幣
0

主
觀
的
價
値 

名
亦
小
と
な
る
。
故
に
限
界
寶
賈
者
の
評
價
如
何
は
結 

局
物
價
の
狀
態
如
何
に
ょ
つ<

定
爻
る
％
の
に
し
<
、 

他
の
凡
て
の
射
の
代
價
の
與
へ
ら
れ
允
る
場
合
に
於

y

 

の
み
此
の
評
價
は
始
め
ズ
與
へ
ら
れ
女
る
？
の
i

見
る 

t

を
得
べ
き
な
6

0

卽
ち
知
る
、
氏
の
所
謂
代
價
成
立 

の
根
本
原
則
な
る
？
の
は
他
の
凡
て
の
財
の
代
價
を
與 

へ
ら̂

^

る
？
の
と
前
提
す
る
名
の
に
じ
て
、
斯
る
前 

提
の
下
に
於
て
循
環
的
：

U

各

々

の

財

の

代

價

を

說

明

す 

る
は
決
し
て
代
價
の
成
立
を
根
本
的
に
說
明
す
る
所
以 

に
あ
ら
^
。
乙
れ
ボ
尤
氏
の
所
謂
根
本
的
原
則
は
何
等 

根
本
的
の
原
則
に
は
あ
ら
ず
と
一

K

ひ

し

所

以

な
6

 

0 

完
全
な
ん
代
價
の
，
'
原
則
は
諸
代
價
の
關
係
、
詳
し
く
，
 

云
へ
ば
個
々
の.
需
要
方
面
に
於y

需
要
i

供
給
と
が1 

致

す

る

、
？

猶

1

定
不
動
の
代
價
を
生
せ̂

>-/
>

tl

と
を
說

明
す
る
名
の
r

f

次
る
べ
か
ら
ず
。
不
動
の
代
價
を
現
等
の
興
味
な
し
と
雖
名
、
其
の
緒
鼢
は
利
子
の
理
籬
に 

.

出
せ
し
む
る
於
爲
め
に
、
凡
て
の
方
面
に
於
け
る
需
要
重
大
な
る
關
係
ぁ
る
を
以
て
之
を
見
遁
す
こ
と
能
は
ず 

供
給
於
同
滕
に一

致
す
る
乙
と
及
び
猶
其
の
上
に
各
財
氏
は
結
論
し
<

日
く
、
代

價

は『

徹
頭
徹
尾
主
觀
的
評

の
代
價
が
其
の
生
產
の1

用

と

'
ー

致

す

る

こ

と

の

兩

條 

件
を
必
要
と
す
。
卽
ち
各
々
の
财
は
费
用
代
價
を
以
て 

需
¥

せ
ら
る
、
分
量
だ
け
供
綸
せ
ら
れ
次
る
べ
か
ら
次 

る
名
の
に
し
て
、
斯
く
し
て
始
め
て
何
れ
の
生
產
業
に 

於
て
名

擴
張
％

緊

縮
$

行

は

れ

步

、

以
て
平

均

狀
態
に 

達
す
べ
き
な
-C

S。

然
る
に
ボ

H

氏

の

，限

界

寶

賈

者

の

法 

/

則
と
し
て
現
は
る
、
所
爾
代
價
成
立
の
极
本
原
則
な
る 

名
の
は
右
の
平
均
の
條
件
の

1

允

る

需

要

供

給

の」 

致
、
而
？
個
'々

の
財
の
種
類'に
就
ズ
の
需
要
供
紿
の1 

致
の
み
を
見
て
第
ニ
の
條
件
杞
る
费
用
と
代
價
と
の
一 

.

致

を

全

く

顧

み

^

る

部

分

的

の

％
の

に

し

て

、
.
.個

々

の 

財
の
種
類
，に
對
す
る一

塒
的
の
代
價
狀
態
を
定
む
る
に 

は
適
す
る
名
、
平
均
を
來
ザ
财
如
き
物
價
狀
態
を
說
明 

す

る

こ

と

能

は

3 '
'

る

な
0

.
/°

' 

.

斯
く
の
姐
く
な
る
を
以
て
、
.

ボ

H

氏
の
费
用
の
原
則 

67

の
節
に̂

だ
っ
代
«

論

の.1,

節
は
吾
人U

,

と
つ
て
は
何

價

の

產

物

な

『

市

場

に

於

.て

相

反

對

せ

る

商

品

及

び 

代
價
物
件
に
»
す
る
評
價
の
結
果
と
し
て
生
ずる
名

の
. 

な
-O

』

と

0'此
の
：
結

論

は

馬

の

寶

賈

の

领

よ

-

0

導
け
る 

S

の
な
る
於
、
厌
は
同
所
に
於
て
需
要
の
方
面
に
於
て 

$

供
.給
の
方
面
に
於
て
？
共
に
穸
數
の
評
價
を
拉
し
來 

6

•之
よ
6

しV

代
價
を
導
く
を
以
<
、
當
然
代«

は
市 

煺
に
於
て
相
反#

す
る
®

.

©

の
M

果
な
6

と
の
結
論
(C 

到
達
せ̂

る
を
得̂

る
次
第
な
る
於
、
前

f

c

?
述
べ
女 

るが如く交濟

に
'於
て
e

商
ロ 
g
ft
^

^

^
r-
i

つ 

て
は
何
等
の«
#:

な
く
從
V

V
供
鉛
の
侧
に
於
て
は
價
値 

ft

代
價
決
定
の
要
素
杧
ら
S'
'

る

を

以

て

右

の

如

き

說

明 

法

»

窜

實

に

適

舍

せ

^

。

事

«

に

忠

な

ら

0

と

せ

»

®

 

し

く

寶
手
の
侧

の

評

價

を

*

と

す

ベ

き

名

の

に

し

V

、 

斯

く

す

る

に

於

V

tt

供
翰
の
侧
に
於y

代
價
の
決
定
要 

素
^

る
べ
き
名

の
は

邋

於

に

所
有
者%

出
來
得
る 

有
利
に
寶
ら
む

と

欲

す

る

財

：'の
分
量
あ
る
の
み
。
然
ら



ば
卽
ち
何
等
市
場
に'
於

V
.

相
反
對
せ
る
評
價
な
る
名
の 

存
在
せ
岁
、
從
て
叉
代
價
は
斯
る
評
價
の
結
果
と
し
<

生
^

る
名
の
に
あ
ら
宇
し
て
、
市
場
に
现»

る
V

®
要 

i

出
來
得
る
限
6

有
利
な
る
販
路
を
求
む
る
財
の
分
量
一 

i

の
共
同
作
用
に
上-
^

て
生
ず
る
？
の
な6

。
供

給

の| 

侧
に
放
け
る
代
價
成
立
の
第
一
次
的
要
素
が
財
の
分
量

\ 

VC

し
て
決
し
て
財
に
對
す
る
評
價
に
あ
ら
^
る
こ
と
は
一 

代
價
は
财
の
需
要
供®

の
：平

均

す

る

の

點

に

定

t

る
i

 

S

分
所g

|
i

要
供
給
の
法
則
中
に
最
名
よ
く
表
は
れ
届

| 

る
所y

し
て
、
予
は
事
實
上
の
決
定
要
素
杧
る
财
の
分

\ 

量
を
全
然
較
視
す
る
限
界
寶
質
者
の
法
則
に
於
て
需
要

\ 

供
給
の
法
則
以
上
に
何
等
の
進
步
ぁ
る
を
認
む
る
能
は
一 

S'
'

る
な̂

C
N。

 

一
 

ボ
土
氏
财
代
價
は
市
場U

於
て
相
反
對
せ
る
幾
多
の\ 

評
價
の
洁
果
と
し
て
生
す
る
名.の
な
6

と
の
見
解
を
®'\ 

守
す
る
所
以
は
思分

に
此
の
見
解
於
氏
の
利
チit
に
と

广
 

つ
て
缺
く
べ
か

ら

^

る
名

の
な
る
が
爲
に
し
て
、
代
價 

は
主
觀
的
評
價
の
結
果
と
し
<
生
ず
る
ぞ
の
な
る
が
故 

に
價
修
大
な
れ
ば
代
價名
亦
高
か
ら
ざ
る
を
#

ず

と

の

思
想
は
、
吾
人'が
：屢

ボ

：氏
.
の
：利
子
論
に
於
て
發
見
す
る 

所
な
6

0

:

若
し
，^
代
«

に
し
て
氏
の
沄
ふ
が
如
く
評«
 

の

結

果

と

し

て

生

^

る
'̂

の
な
6

.

と
せ
ば
價
値
i

代
價 

.と

の
問
に
右
の
如
き
關
係
を
認
ひ
る
こ
と
を
得
べ
し
と 

離
^P

、

事
實
は
然
ら
t

し

V
、

代
價
は
評
價
と
费
用
代 

價
に
て
需
要
せ
ら
る
、
財
の
分
量
と
の
共
同
作
用
に
よ 

6

て
生
宇
る
な6

。
さ
れ
ば
こ
そ
、
高
く
評
價せ

ら
る 

る
財
の
.
代
慣
の
亂
る
低
き
こ
と
あ6

、
X

1

般
に
低
く 

評
價
せ
ら
れ
僅;)
>

に
一
一
三
の
人
ょ
，
り

高

く

評

惯

せ

ら

る 

る
財
の
代
價
の
頗.
る
高
き
こ
と
あ
る
な
れ
。
财
に
對
し 

て
與
へ
ら
る
、#

價
の
多
少
大
小
如
何
«
代
價
の
髙
低 

に
對
し
て
は
全
く
風
馬
牛
允6

、
決
定
力
を
有
す
る
名 

の
は
費
用
の
み
。
故
に
併
價
の
高
よ6

遡
つ
て
代
價
の 

高
低
を
說
明
す
る
乙
と
能»
'̂

る
«

6

。

S

'

ボ
エ
氏
の
刺
子
論
に
於
け
る 

第
二
次
的
價
値 

ボ
丫
ー
ー
ム
®

パ

グ̂

ル.
グ

氏

の

利

子

®

明

の

方

法

を 

镏
單
に
云
へ
ば『
現
在
財
は
將
來
财
よO

洛
大
な
る
债 

値
を
有
す
。
.主
觀
的
評
價
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
名
め

が
客
觀
的
交
換
價
値
を®

む
る
於
故
に
、

现

在

®

の

代 

價
は
將
來
財
の
代
價
ょ6

名
大
汉
6

。
生
産
財
は
悉
く 

:

:

將
來
財
な
る
於
故
に
、
其
の
價
値
名
、
從
て
乂
代 

價
$

、
共
に
之
よ
6

產

出

せ

ら

る

、
生

產

物

の

價

値

及 

ぴ
代
價
よ
6

名
小
な
ろ
。
郎
ち
生
商
財
は
之
よ6

生
^

 

る
生
產
物
服
寶
代
價
よ6

名
低
廉
な
る
代
價
ど
以
て«
 

入
す
る
E

を
得
る
な
-C

 

o

生
産
识
似
章
樂
財
に
變
少
る 

に
つ
れ
：て
漸
次
完
全
な
る
規^

財
/

:

な
6

、
從
<
兹
に 

價
値
の
»:

加
を
見
る
。
此
の
價
値
の
增
加'

S

卽
ち
利
子 

な

み

。

故
に
现
在
财
と
將
來
財i

の
間
に
存
す
る
自
然 

的
0

價
値
の
.
差
こ
そ
凡
<
の
資
本
刺
子
の
發
生
す
る
极 

源
^

る
な
-O

』

と
云
ふ
に
あ
6

。
見
ふ
べ
し
、
氏
の
此 

.の
說
明
に
於V

生
產
财
の
價
値
、
明
に
供
紛
の
側
にの 

み
現
は
れ
得
べ
き
價
値'が
主
：要
な
る
役
目
を
演b

届
れ 

る
乙

と

を
。
楚
に
於
て
か
吾
人
は
問
は^

る
を
得
す
、 

其
の
所
爾
價
値
と
は
如
何
な
る
價
値
ぞ
や
、
生
逄
财
と 

享
樂
財
と
の
代
價
の
相
違
を
說
明
す
る
の
儀
杧
る
べ 

き
原
生
的
第一

.
次
的
の
價
値
の
酈
な
る
や
、
或
は
旣
に 

生
產
财
の
一
定
の
代贋
を

#

®

と

な

せ

る

派
生
的
第
二

次
的
の
價
値
の
爾
な
る
や
と
ひ 

今
ボH

氏
の
云
ふ
所
を
見
る
に
、B
く

、『

生
產
财
名 

他
の
财
と
同
ヒ
く
吾
人
の
或
る
欲
螌
滿
足
好
一
に
薇
つ 

て

或

る

效

用

を

得

る

と

否

と

，に

#

す
る
C
と
を
認
餓
し 

一
fc

る
游
'に
於
<
の
み
吾
人
に
對
し
て«

値
を
有
す
、
而 
j

.

し
て
或
る
財
に
依
賴
す
る
欲
望
滿
足
が
童
要
な
る
名
の 

一.
な
る
と
き
«

價

値

大

に

、
，
重

喪

な

.
ら
.

次
る
と
き
»
價
値 

|

小
な
6

』

と
。
'

之
^

よ
つ
.

て
見
る
名
、*

奴

自

己

.の
^

1: 

\

の
爲
に
す
る
生
產
を
前
提
と
な
せ
る^P

の
な
る
こ
i

明 

j 

S

な
る
所
に
し
て
、
氏
は
常
に
生
產
若
於
旣
成
財
に
對
し 

て
認
む
る
價
値
よ
/
ノ
出
立
し
て
生
產
財
の
價
値
を
導
き 

—

出
^

む
と
は
す
る
な6

。
如
何
に
名
自
己
生
產
に
於
て 

は

生

齑

財

の

第

一

次

的

.價

値

を

認

む

る

を

得

べ

し

。

さ 

'れ
と
交
易
經
濟
に
於
て
は
市
場
の
爲
に
生
產
す
る
令
の 

な
る
‘が
敌1
4

生
產
者
は
生
產
物
に
對
し
て
何
等
の
使
用 

一
價
値
を
名
認
め
す
從
て
又
生
産
財1C
,對

し

て

は

何

等

の 

使
用
價
値
を
名
認
む
る
こ
と
な
し
、©

ち
生
産
者
は
生. 

產
財
に
對
し
てr

定
の
積
極
的
價
値
を
認
む
る
名0
1C 

.

は
あ
らf

o

る
な
-O

。

3

れ
K

i

v

此
0

積
極
的
價
値
tt



敬配姐^ 猫5! ^ ^

' ' /  - (
•fV、鱗

雜

錄

、 

、

70
,

旣

成

財

に

對

す

石

者

の

評

價

よ

-
^
導

き

出

す 

こ

と

を©

卞

、

盖

し

g

赀

者

はIf
o

一
 

の
)!
|

を

秫

々

に

評
 

價
す
る
於
故
.
に
斯
る
fi
t

■
の
基
礎
と
な
る̂:
.

き

(

生
產 

物
の)

單
位
的
價
値
な
き
を
以
て
な6

。
玆

に

於

て

か

ボ
— 

で：
氏
の
所
謂
價
値
評
定
な
る
？
の
は
生
産
者
の
使
用
償

I. 

.

値
に
名
あ
ら
ず
、
消
費
者
の®

#

的
使
用
價
値
に
名
あ. 

ら
梦
し
て
實
に
交
換
價
値
の
評
定
杧
ら
次
る
を
得
卞
。

’ 

| 

:

然
る
に
交
換
價
値
は
派
生
的
第
ニ
次
的
な
る
が
故

:;
;
:

此

\ 

の
場
合
に
價
値
と
¥

る
は
卽
ち
派
生
的
價
値
に
外
な
一 

ら
$'
'

る
«

6

。 

|

.

:.
因
是
觀
是
、
生
，產
物
と
生
產
財
と
の
惯
値
の
差
は
代 

價
の
原
因
に
ぁ
ら
梦
し
て
其
の
結
果
な
6

.
°
现

在
财
と
. 

な
る
べ
き
生
產
財
の
價
値
の
增
加
に
伴
つ
.

て
利
子
が
發.1 

生
す
る
に
あ
ら̂

し
て
、
逆
に
生
產
财
於
肯
盡
木
財
と
な

\ 

る
に
際
し
て
利
子
發
生
の
爲
に
代
價
の
墻
加
を
來
す
の
，
 

;

と
じ
ぐ
價
値
の.
增
加
を
來
す
な6

。
然
る
に
ボ
.十
' 

一
 

.

氏

は

利

子

を

說

明

す

る

，に

享

樂

财

と

生

產

財

と

の

間

に

. 

於
け
る
價
値
の
差
を
以
て
せ
むi

す
。
是
れ
價
値
の
差 

と
利
子
i

の
簡
に
於
け
る
因
果
關
係
を
逆
に
立
せ
む
と

' 

\

七
9

 

’

す
る
^P

の
に
し
て
、
緒
果
を
以
て
说
因
と
な
し
而
し
て 

原
因
を
以
て
緒
果
と
す
る̂P

の
に
外
な
ら
^
、
货
遠
木
財 

を
生
産
財
よ
6

$

高
く
評
價
す
る

好
故
に
利
子
於發
生
 

す
る
に
は
あ
ら̂

、
利
子
が
あ
る
於
故
に
享
樂
财
の

(

交 

換)

^

値
か
生
產
財
の
價
値
よ-
^

^

大̂
と
な
る
な
ろ
。 

價

値

の

差

は

利

子

に

*

し

て

何

等

決

定

力

を

有

す

る

第 

一
次
的
の
規
象
に
あ
ら
少
ヽ
利
子
に
よ
6

 V

生
梦
る
代 

價
の
差
の
第
二
次
的
結
果
の
み
。

故
に
結
論
し
て
日
くC

利
子
は
現
在
财i

將
來
财
i

 

の
價
値
の
差
よ6

し
て
之
を
說
明
す
る
こ
と
を
得
^
、 

生
產
物
i

生
產
财
と
め«

値
の
差
は
旣
に
雨
者
間
の
代 

惯
の
差
6

前
提
し
從
て
！
刺
子
を
前
提
せ
る
第
二
次
的 

派
生
的
の
價
値
の
差
な
る
を
以
て
利
子
說
明
の
 

一#
*
お 

る
こ
と
能
は
梦
、
故
に
现
在
财
と
將
來
財
と
の
價
値
の 

差

は『

凡
て
の
資
本
利
子
の
發
生
を
來
す
根‘#

』

に
は 

あ

ら

^ '

る

な
-C

S
。

 

,

.
穴

總

括

論 

以
上
論
述
し̂

る
所
よ
/C

V

しV

之
を
見
れ
ば
、
吾
人 

は
ボ
：丄丨
ム

，ゅv
ダ
ェ
ル
グ

の
利
子
論
に
有
利な
る

㈣

決
&

下
す
こ
と
を
得
^
、
利
子
論
に
於
て
說
明
す
べ
き 

名

の
は
生
産
物
の
代
價
と
生
產
財
の
代
價
と
の
差
、
卽 

ち
生
産
物
の
代
«
が
费
用
を
煺
過
す
る
そ
の
迦
過
額
に 

外
な
ら̂

る
に
、
ボ
モ
氏
は
何
故
に
生
產
物
の
代
價
^
 

生

.產

財

の

代

價

上

6

名
大
な
る
や
を
研
究
せ
卞
し
て
、
丨
 

逆

U

何
故
に
生
産
財
の
代
價
は
生
産
物
の
代
償
よ 

小
な
る
や
を
説
明
せ
む
と
し
、
生
産
物
が
高
く
寶
れ
る 

の
理
由
を
求
め
ず
しv

却

v

生
^

S

於
廉
く
賈
は
れ
る. 

の
理
由
を
求
め̂

6

-°

郞
ち
费
用
に
よ
つ
て
定4

る
所
‘ 

の
生
*

財
の
代
價
とs

ふ
旣
知
の
名
の
よ6

出
發
しy

 

生
産
物
の
代
價
とS

ふ
未
知
の
名
の
に
向
つ
<
進
む
の 

策
を
採
ら
少
し
て
、
逆
に
、
旣

U
-

利
子
を
含
め
る
高
き 

生
産
物
の
代
價
とs

ふ
未
知
の
名
の
よ6

出
發
しV

之 

上
6

生
産
財
代
價
を
鷄
き
出
3
む
と
す
C 
.

故
に
氏
の
研
. 

究
は
始
め
よ
6

逆
の
方
向
をV
採
れ
る
な
6

。
而
し
て
此 

研
究
經
路
の
逆
進
《
利
子
の
理
論
に
名
現
は
れ
居
る
所 

に
しV

、
將
に
說
明
乜
む
と
す
る
代
價
の
結
果
ん
し

y

 

發
生
す
る
第
.

〗
一

次

派

生

的

の

價

値

に

重

大

；

る

役

目

を 

演
せ
し
め
、
利
子
ぁ
タ
て
始
め
て
生
梦
る
價
値
の
差
ょ

6

し
て
利
子
を
導
き
出
し
、
利
子
の
中
に
價
値
增
方
の 

果
實
を
！|
め
*

6

。
然
る
に
實
際‘
に
於
<
此
の
價
値
の 

」

增
加
は
利
子
の
增
加
に
よ6

て

生

匕

杧

る

代

價

®

加
の 

一
結
果
に
外
な
ら
次
る
な

6

.°
/ 

.

然
ら
ば
如
何
に
し 
<
 

ボ
.ヱ
氏
は
斯
る
誤
れ
る
路
を
步 

み
し
於
。
日
く
、
氏
社
限
界
效
用
論
者
の
價
値
論
及
^
 

I

代
價
論
を
通
匕
<
、
.費
用
の
原
則
の
肋
け
を
鎅
る
己
と 

を
'1

視
し
、
而
し
て
代
價
成
立

u

關
す
る
凡
て
の
现
象 

を
價
値
評
定
よ6

し
て
說
明
せ
む
と
し̂

る
に
よ
る
。
 

勿
論
芷
統
學
派
の
云
ふ
舣
如
き
費
用
の
原
則
》
不
充
分 

な
6

と
雖
名
、
今
や
®
用
の
原
則
は
限
界
勞
銀
の
決
定 

に
よ
々
て
«

要
の
侧
よ
6

說
明
せ
ら
れ
支
持
せ
ら
る
、 

に
至
-

^

し
に
？
拘
ら
支
、
氏
は
全
然
之
を
顧
み
梦
し
て 

_

生
產
物
の
«'

値
と
生
產
財
の«

値
と
の
間
に
於
け
る11 

接
關
係
を
立
せ
む
ん
カ
め
把
ぅ
。
人
若
し
費
用
の
原
則 

一
を
棄
て
0

か
仍
ち
斯
る
直
接
關
係
《
诚
立
.せ
次
る
を
得 

,

卞
、
斯
く
し
て「

算
當J

に
よ
ろ
て
生
産
物
の
價
値
よ6
 

生
產
财
の
價
値
を
誘
導
し
得
と
信
步
る
彼
の
不
幸
な
る 

理
論
«

成
.

っ
立
.
つ

な

れ

。
、
然

れ

ど

$

實

際.
に

於

<
生

產



u
[:}

li:

i

.則於わ

r-i

S；；i!
tali

I!
l l

|

錄

竹
物
の
代
價
と
生
產
財
の
價
値
及
び
代
惯
と
の
間
に
»
彼 

の
it

接
關
係
の
成
立
せ̂

る
を
奈
何
'せ
o

v

if

要
と
供 

給
と
の
關
«

は
則
の
#

‘
«

な
る
觀
念
を
經
て
遂
に̂
«

 

に
‘
到

る

あ

る

の

み

？
勞
鈒
ょ6

代
憤
の
成
立
す
る 

.

こ

と

は

別

に

說

明

を

要

す

。
、
而

し

て

此

は

唯

#

用

の

原 

則
の
み
能
く
し
得
る
所
な6

。
^

に
.

此
の
點
に
就
て»
 

:

效
用
諭
者
％
亦
疋
統
學
派
の
费
用
諭
者
と
同
匕
く
誤
れ 

,

る
名
の
に
し
て
、
锻
用
論
者
は
供
給
の
侧
に
存
す
る
關 

係
の
みu

注
意
し
、
効
用
論
者
は
需
製
の
侧
に
存
す
る 

關
係
の
み
に
偏
し̂

6

。
若
し
：止
し
き
路
を
行
か
む
と 

せ
！

S
、

是
等
の
需
驶
の
侧
に
存
す
る
關
係
と
供
給
の
侧 

に
存
す
る
關
係
と
の
兩
者
を
併
せ
採6
 V

以
て
之
を
紘 

合
せ
ぎ
る
ベ
か
ら
岁
。
換
言
す
れ
ば
限
界
勞
«

の

法

則 

と
费
用
の
原
則
と
を
結
び
付
け
次
る
べ
か
ら
步
。
财
の 

總
量
と
需
要
の
總
量
と
の
關
係
：
4

6

し
て
勞
銀
の
高
が 

定
ま
6

、
此
の
發
鈒
ょA
.
し

て

個

々

の

财

の

代

價

生

岁 

,

生
產
物
の
價
値
と
生
產
肫
の
腹
値
と
の
問
に
生
梦
る 

因

果

關

係

に

於

て

、
兩

者

.の

中

果

し

て

何

れ

が

原

因

に 

し
て
何
れ
於
結
果
な
る
や
の
問
題
に
就
て
は
、
効
用
%.

七二

者

は

前
.#

を
以
て
原
因
な6

と

な

し

、

费

用

齡

者

^

後 

者
を
以
て
原
因
な
み
と
な
し
、
兩
派
の
論
客
於
全
力
を 

#

.

しy

相
^

ひ
し
に
％
拘
ら
麥
未
だ
滿
足
な
る
解
決
を 

&

る
に
3:

ら
^

と
«

名
、
©

人
の
說
を
以
て
す
れ
W:
此 

の
論
爭
を
調
停
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
#

人
の
a

地
よ 

6

す
れ
ば
、
M

生
的
第
一
次
的
の
價
値
を
論
少
る
限6
 

は
斯
る
問
题
は*
6

得
す
、
藎
し
交
易
經
濟
に
於
て
は 

生

産

財

の

原

生

的

惯

値

な

る

名

の

存

在

せ

^

る
を
以
て 

f

o

故

に

生

產

财

の

惯

値

と

し

て

吾

入

.の

觀

察

に

入 

A
'
:來
る
S

の
は
_

々
交
換
價
値
あ
る
の
み
な
る
於
、
此 

の
交
換
價
値
は
派
生
的
に
し
て
代
價
に
よ
6

て
定
ま
る 

，名
の
な
6

、
故
に
生
産
物
の
價
値
と
生
產
財
の
價
値
と 

の
間
に
一
の
關
聯
を
立
せ
むi

せ
ば
、
吾
人
は
代ft
を 

楔
子
と
せ̂

る
べ
か
らf

o

る
？
の
に
し
て
、
乃

ち「

生 

產
物
の
價
値——

生
産
物
の
代
價—

I

生
產
財
の
代
價 

.

生
產
財
の
價
値」

，な
る
因
果
の̂

^

を
得
る
名
、

I
此
の
因
果
關
係
は
果
し
て
上
述
の
順
に
成
立
す
る
？
の 

な
る
や
、
或
は
逆
に
生
產
財
の
價
値
よ‘6
始

て

結
 

.

局

生

產

の

潰

値

に

到

達

す

る

名

の

な

る

や

。

此

，の

問

題

は
朋
に
雨
中
間
項f
c

る
代
惯
の
H

果
關
係
如
何
に
係, 

る
。
巣
し
て
生
産
物
の
代
價
扒
生
產
财
の
代
惯
よ
6

生
：
 

ず
る
に
や
、或
》
逆
に
後
蒋5!
刚
者
セ
6

生
步
る
に
や
。

思
ふ
に
財
が
代
價
を
得
る0

は
ニ
個
の
條
件
を
具
ふ. 

る

を

要

す

、
、
財

が

有

用

性

を

有

し

從

.
て
爾
婴
せ
ら
る
こ\ 

と
及
ぴ
比
較
的
豨
少
な
る
乙
と
、卽
ち
是
な
6

0

生

產

財

| 

の

有

用

性

は

生

産

物

よ

6

來C
N
、

生
產
物
の
稀
少
性
は
一 

生
產
財
よ
6

來
る
名
の
に
しV

、

生

産

物

.の

代

價

の

存 

在
が
生
產
財
の
猶
少
如
何
に
係
る
と
同
匕
く
、
生
產
册
;
 

の
代
價
の
存
在
は
生
産
物
有
用
性
如
何
に
係
る
。
生

産
：
. 

物
の
代
價
舣
生
產
财
の
代
惯
よ
ぅ
導&

る〜

と
か
、
叉
ニ 

は
逆
に
、
生
產
财
の
代
價
财
生
産
物
の
代
價
よ
ろ
定
ま

| 

る
と
か
云
矛
と
能
は
少
し
て
、
寧
ろ
代
價
の
成
立
に
際 

し
て
は
、r

方
に
於
て
は
生
產
物
よ6

下
つ
て
生
産
財 

に
至
み
、
他
方
に
於<

呔
生
產
财
よ
6

上
っ
<

生

產

物\ 

に
至
る
所
の
ニ
俯
の
相
異
れ
る
關
係
の
作
用
す
る
？
の
一 

あ
ら
と
云
ふ
べ
き
な4

。
此
の
關
係
は
叉
代
«
の
理
論 

に
顯
は
れ
來
ら
次
る
を
得
ず
、
吾
人
の
代
價
說
明
の
場 

合
.

は
卽
ち
然

6

。
&

ち
需
要
よ

6

下
つ
て
勞
銀
に
至6

而
し

て

勞
龈
ょ
6
上

つ

y

代
價
に
至
る
。

ー
部
は
限
界 

勞
龈
の
法
則
之
を
說
明
し
、
他
は
費
用
の
原
則
之
を
說 

明
す
。
雨
法
則
何
れ
名
唯一

個
の
み
に
て
は
代
價
形
成 

に

對

し

て

潇
足
な

る

說
明
を
與
ふ

る
と
能
は̂

る

な
-o

,

 

ボ
尤
丨
ム
® V

グ
工
ル
ダ
は
資
本
利
子
の
課
明
の

^

 

め
に
眞U

偉
大
な
る
思
想
を
建
設
し杧
れ
ど

名
、
其
の 

基

礎

堅

實

な

ら

.申

し

て
#

»

の
風
に
堪
え
#
次る

は

惜 

.

o

べ

き

な

6

。

(

完

)


